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１．はじめに 

国土交通省では、橋梁事業を対象にICT技術を活

用し、生産性・安全性を向上させる「i-Bridge」を

推進しており、熊本地震による一部の復旧工事でそ

の試行がなされている。 

本稿では、この試行に関連して実施している、道

路橋の震災復旧工事で得るデータの維持管理段階で

の活用方法に関する研究について紹介する。 

２．震災復旧工事で得られるデータの維持管理  

段階での活用の必要性 

震災復旧工事では残存応力の見立てなど新設工事

にはない設計時の不確実性がある。このような不確

実性に対しては施工段階における構造系の変化をモ

ニタリングすることにより、設計時の見立てに相違

がないかを確認することが重要である。 

一方で、損傷進展の可能性、補修部位の経年変化

など維持管理段階で懸念される事項が残る。このよ

うな懸念に対しては、地震により部材に生じた損傷、

その損傷に対する補修工法、当該補修工法の耐久性

能を確保する上で必要となるデータを震災復旧工事

で得られる情報の中から適切に抽出するとともに、

それらのデータの相互関係がわかるように記録・保

存を行うことが必要である。 

３．維持管理段階におけるCIMモデルの活用の例 

上述の観点に踏まえ、本研究ではCIMの活用によ

るデータの3次元的な可視化に着目して検討してい

る。具体的には熊本地震によりPC箱桁にひび割れが

生じ、炭素繊維シートにより補修した橋に対して

CIMモデルを作成し、属性情報として維持管理に必

要なデータを入力する方式である。本橋の維持管理

では、耐荷性能に影響を及ぼす可能性のあるひび割

れに進展が生じていないか、炭素繊維シートに接着

剥がれが生じていないか等、補修部材に固有な着眼

点がある。したがって、このような着眼点に対して

適切に維持管理できるように記録を残す必要がある。 

ここで、既設橋の場合は既存の2次元の図面情報

から3次元のCIMモデルを作成することになるが、

CIMモデルに求められる詳細度は活用の目的に応じ

て個別に設定する必要がある。本橋のCIMモデル作

成においては、上述した着眼点を踏まえ、一般図に

記載された部材の形状を再現させることに主眼を置

き、図１に例示するように、部材の中における損傷

情報と補修施工時情報の相互関係を3次元的に表示

できるようにした。 

４．おわりに 

今後は、震災復旧で補修した部材の維持管理上の

留意点を踏まえながら、補修工法に応じてCIMモデ

ルに記録する情報を精査し、維持管理に資するCIM

モデルの活用についてさらに検討していきたい。
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図１ CIMモデルのPC箱桁内面からのビュー 
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１．はじめに

英国においては、交通インフラの整備効果を捉え

る方法として伝統的な費用便益分析が適用されてき

たが、市場の失敗がある場合においては通常の利用

者便益のみの計測では十分ではないとの指摘を踏ま

え、幅広い経済的影響（Wider Economic Impacts、

以下ワイダー･インパクト）を計測するためのガイダ

ンスが英国交通省により策定されている。

国総研においては、我が国社会資本の経済効果の

幅広い把握手法の導入を目的に、ワイダー･インパク

トに関する施策動向や適用状況の把握を行っている。

２．ガイダンス(Transport Analysis Guidance)の更新

英国では、交通投資をより効果的に実施するため

の情報提供を目的に、ガイダンスの改定を定期的に

行っている。直近では、2016年9月に改善案が提示さ

れ、意見募集を経て2018年5月に更新された。

新しく更新されたガイダンスは旧ガイダンスと比

較して従前の方法を概ね踏襲、具体的には計測する

経済効果（評価項目）が①誘発投資、②雇用効果、

③集積経済からの生産性、という３項目はほぼ従前

と同様ではあるが、算定式の一部追加を含めた資料

の再構成と加筆修正等、大幅な修正が行われている。

評価にあたっては、交通インフラの整備によって

どのような効果が波及しうるかを、経済学の理論に

基づいた記述（Economic Narrative、以下エコノミ

ック･ナラティブ（3.で詳述））に沿った影響が見込

まれる場合にのみ、どの効果がどのように発現され

るかを特定した上で、便益を推計することが明記さ

れた。これは、ワイダー･インパクトを適用すればあ

らゆるプロジェクトで機械的に効果が上積みできる

ことから、英国内で乱用が相次ぐという課題に対応

するものである。また、分析手法の複雑さに応じて

分析のレベルを３段階に区分しており、経済効果の

分析プロセスは段階を追って行うことが示されてい

る。ここでは、ワイダー･インパクトの計測は不確実

性が高いもので、追加的に計上が可能な便益とされ

る“調整された費用便益(adjusted B/C)”は、確立

された貨幣化指標ではないと位置付けられている

（図）。

３．エコノミック･ナラティブ（経済的記述）

新しいガイダンスではプロジェクト固有の文脈特

性(Context Specific)やエコノミック･ナラティブ

に沿って影響が見込まれるプロジェクトにのみ、ワ

イダー･インパクトが計測されることを明記してお

り、分析の際にエコノミック･ナラティブとして示す

べき情報のチェックリストを示している（表）。

なお、英国交通省では、エコノミック･ナラティブ

の事例はこれからであるが、交通省においてそのチ

ェック･評価を行っていくという意向を示している。

４．おわりに

英国のガイダンスを踏まえつつ、今後、幅広い経

済的影響の我が国での適用に向けた計測方法やパラ

メータの検討等を進めていく予定である。

２．ワイダー･インパクトの正当化

３．ワイダー･インパクトの社会的(厚生的)価値

●市場の失敗を証明するためにどのような根拠の提示が可能か.

４．ワイダー･インパクトの定量化と評価

●ワイダー･インパクトはどのように定量化及び評価するのか．

（注）ガイダンスにおける実際のチェックリストは各評価項目ごとに示されている.

１．予測されるワイダー･インパクトの有無と内容

●交通投資はワイダー･インパクト（誘発投資､雇用効果､集積
による生産性）の影響が予想されるか．

●影響がある場合､どのような影響が予想されるか.それは全国
レベルでの追加か.

●交通投資によってワイダー･インパクトが発生する伝達メカ
ニズムは何か．

●ワイダー･インパクトがもたらされる根拠はあるか．
（集積効果や雇用効果の可能性等）

●利用者便益に追加する効果に関して､どのような市場の失敗
が存在するか．

表 エコノミック･ナラティブとして示すべき情報のチェックリスト

（抄）

図 ワイダー･インパクトに関する分析レベルと土地利用変化の
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